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0発行者裡せよ男層星」:瞥5支」「屁曇里ill: 10'水 土里ネットは土地改良区の愛称です.
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日
頃
は
、
当
土
地
改
良
区
の
事
務
事

業

の
推
進
、
運
営
に
格
段

の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
中
し
上
げ
ま

す
。私

、
二
月
の
役
員
改
選
に
よ
り
ま
し

て
、
浅
学
非
才

の
身

で
あ
り
な
が
ら
、

理
事
長
と
い
う
人
役
を
仰
せ
つ
か
り
ま

し
た
。
も
と
よ
り
そ
の
よ
う
な
器
で
ご

ざ

い
ま
せ
ん
が
、
組
合
員
、
役
員
の
皆

様
方
の
絶
大
な
お
力
添

い
を
頂
き
な
が

ら
、
そ
の
任
を
果
た
し
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
ご
支
援

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
中
し
上
げ

ま
す
。

昨
今

の
農
業
情
勢
は
大
変
厳
し
く
、

上
地
改
良
区
も
国
、
県
、
市
の
財
政
逼

迫
に
よ
り
、
事
業
の
推
進
に
危
惧
を
抱

い
て
お
り
ま
す
。
当
土
地
改
良
区
の
最

大
の
懸
案
事
項
で
あ
り
ま
す
、
出
雲
井

頭
首
工
の
改
修
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地

球
規
模
に
お
け
る
水
資
源
の
枯
渇
化
間

題
、
生
活
環
境
用
水
、
水
質
保
全
、
生

態
系
保
全
用
水
等

「水
」
の
重
要
性
と

共
に
、
水
は
限
り
あ
る
公
共
の
資
源
と

の
考
え
が
広
が
り
、
水
利
用
の
大
切
さ

の
問
題
。　
一
方
農
業
用
用
排
水
施
設
の

改
修
問
題
で
、
国
は
、
現
行
の
上
地
改

良
長
期
計
画
を
、
諸
般

の
情
勢
の
変
化

か
ら
、　
．
年
前
倒
し
し
て
新
た
な
土
地

改
良
長
期
計
画
が
策
定
さ
れ
、
平
成
一

十
四
年
二
月
に
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
中
の

一
施
策
に
、
農
業
水
利
施
設
の

戦
略
的
な
保
全
管
理
を
推
進
す
る
。
老

朽
化
し
た
農
業
用
用
排
水
施
設
の
補
修
、

更
新
等
の
整
備
に
重
点
化
を
図
り

つ
つ
、

こ
れ
ら
を
効
率
的
に
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
な
ど
の
事
項
が
閣
議
決
定
さ

れ
、
向
う
五
年
間
土
地
改
良
事
業
の
実

施
日
標
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
先
般
、

県
、
市
と
の
関
係
機
関
の
打
ち
合
わ
せ

で
、
国
の
事
業
採
択
以
前
に
多
く
の
条

件
整
理
を
提
起
さ
れ
、
こ
れ
の
解
決
に

何
年
間
単
位
の
年
月
が
か
か
り
そ
う
で

す
が
、
鋭
意
努
力
し
、
私
共
の
上
地
改

良
施
設

（出
雲
井
井
坂
）
の
早
期
改
修

に
向
け
望
み
を
託
し
た
い
と
の
思
い
で

す
。組

合
員
皆
様
方
の
ご
支
援
よ
ろ
し
く

お
願

い
致
し
ま
す
。
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姉 川 沿 岸 土 地 改 良 だ よ り (2)平成24年 6月 20日

左岸幹線水路補修併之□・村居田地先)

工事区間:357.7m 工事費 :800万円

allり |1沿 岸t地改良区内の幹線水路の老朽化が激しく、昨年度事業を継続し、施設のlr持管理事業を進めて

まいつております。全組合員が、「農業Jと 「 L地改良区Jを 守る取 り組みを進め、「農業用水J「生活用

水J等 を安心して供給できるよう、今後も11度融資等を適用し、全施設改修を計画的に進めてまいります。

|口 新役員 (理事・監事)就任

役員の任期満 rに伴い第 6211通常総代会に於いて新役員が選出されました。

また第 1回新役員会が開催され、下記のように新体市1が整いました。 (敬称略)

氏 名 住 所 氏 名 住 所

理 事 長 千 田 捨 減 米原市丼之回 理  事 本 郷 昭 樹 米原市市場

筆頭理事 千代露 直 徳 長浜市春近町 〃 寛   正 光 長浜市相撲庭町

理  事 滝 本 善 之 米原市伊吹 ″ 佐 野 武 秀 長浜市佐野町
″ 伊富貴 忠 司 米原市伊吹 〃 伊 吹 直 之 長浜市野村町
〃 大久保 恒 雄 米原市間田 〃 森   芳 生 長浜市堀部町
″ 西 口 善 典 米原市天満 ″ 大 塚 正 行 長浜市保多町
〃 杉 山   了 米原市小田 〃 川 崎 良 直 長浜市垣籠町
〃 坪 丼 文 隆 米原市朝日 〃 田 中 日出夫 長浜市東上坂町
″ 塚 原 俊 幸 米原市村居田 ″ 伏 木   衛 長浜市西上坂町

代表監事 伊冨貴 孝 司 米原市伊吹 監  事 今 荘 正 典 長浜市今荘町
″ 田 中 宗太郎 米原市野―色 〃 若 林 正 道 長浜市西上坂町
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6 月2('H 姉 川 沿 岸 土 地 改 良 だ よ り

讚造草熟 豊遅第62回通常総代会報告
姉川汗ツII:地改良区第62回通常総代会は、 3月 ll日 午前9時 30分 より長浜市七尾公民館 1階大会議室で

第 1選挙区より、横田孝 氏を議長に選出し、総代法定数45名、理事18名、監事 4名 で開催され、議案書

が提出されました。平成22年度 lf業報告及び各会計決算並びに財産‖録、平成24年度事業計画と各会計予

算など20議案及び選第 号、付帯決議が全て議決されました。

●第 1号議案

平成22年度、事業報告及び財産目録並びに 般

会,計収支決算の承認について

●第 2号議案

平成22年度、特別会計準備積立金収支決算の承

,認 について

●第 3号議案

平成22年度、特別会計退職手当積 立金収支決算
の承認について

●第 4号議案

平成22年度、特別会計農地転用決済金収支決算
の承認について

●第 5号議案

平成22年度、県営草野川地区ほ場整備事業 (州

"|分)特別会計収支決算の承認について

●第 6号議案

平成24年度、事業計画及び 般会計収支 予算の

議決について

●第 7号議案

平成24年度、頭首工改修工事に伴う特別会計積立

金ついて

●第 8号議案

平成24年度、特別会tt準備積立金収支予算の議

決について

●第 9号議案

平成24年度、特別会計退職手当積立金収支予算
の議決について

●第10号議案

平成24年度、特別会計農地転用決済金収支 予算
の議決について

●第11号議案

平成24年度、県営草野サII地区ほ場整備事業 (姉川

分)特別会計収支予算の議決について

●第12号議案

平成24年度、特別会t計頭首工改修横立金収支予

算の議決について

●第13号議案

平成24年度、 般会計及び特別会計組合費の賦
課金徴収方法及び期日について

●第14号議案

平成24年度、 時借入について

●第15号議案

平成24年度、 般会計支出予算の款内流用につ
0'て

●第16号議案

平成24年度、役員報酬について

●第17号議案

平成24年度、歳計現金預入れ先について

●第18号議案

平成24年度、農地転用に係る決済金について

●第19号議案

姉川沿岸土地改良区定款 部改定について

●第20号議案

財産取得について

●選第一号

姉川沿岸 1:地改良区役員 (理事 監事)任期満 rに
伴う選挙について

●付帯決議

会計細只」改定について



姉 川 沿 岸 土 地 改 良 だ よ り (4)平成24年 6月 20日

平成22年度 決算 (本決算は通常総代会において承認されております。)

20,096,519円

12,035,860円

17,170,298円

9,938,700円

324,243円 474,024円
3,450,000円 4,363,505円

445,397円 井 堰 水 路 費 366.510円
2,866,000円 996,852円
975,019円 1,030,707円

計

O収支差引

(翌年度へ繰越)

20,096,519円

2,926,221円

計

賦課金徴収状況

経常賦課金歳入額

17.170.298円

差引額  3,800,115円 〈翌年度へ繰越)       歳出額 1.855.433円
退職手当積立金 歳入額  9,710,252円

歳出額  4,091,750円
差引額  5,618,502円 (翌年度へ繰趙

差引額  159,174円 (翌年度へ繰越)

農地転用決済金 歳入額 162,229,801円

歳出額  3,450,000円
差引額 158,779,801円 e年度へ繰譴   組合員数 平成22年度 1,521人

平成24年度 予算 (本予算は通常総代会において承認されております。)

○歳 入  21,606千円

補助金    繰越金

O歳 出  21,606千円

3.376千円  1,300千円 井堰水路費
545千円

揚水費
1,315千 円

調査費 その他
393千円

納付金
1`100千 円

繰入金
2500千 円 雑入 賦課金

13,000千 円
事務所費
15,058千 円0千円

財産費

準 歳入額  13.831千円 ほ場整備特別会計(旧浅丼地区分)

歳出額  13,331千円 歳入額  201.470円
歳入額 7,305千 円 歳出額  201,470円
歳出額  7.305千円

転
歳入額 157,150千円

金
歳出額 157.150千円 組合員数 平成23年度 1,512人
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合同井堰改修にあたり、受益地面積を確定 しなければならない関係で、従来の台帳では不備があるこ

から、平成20年 より公簿面積を法務l・」より開示願い、登記簿上「回」 と表記されている土地に関 して、

公簿面積 と17・合調査を実施 し、台帳整理を行いました。

それに伴い 賦課金徴収に関しては、所有者 耕作者の方と集落により異なっておりましたので、所有

者の方にお願いする事とし、総代会でご承認を得て進めてまいりました。一昨年所有者の方には、農地台

lFKの確認をお願いし、昨年度末、ようや く整理を終え、新台帳に基づき賦課金をお願い致 しました。

当土地改良区区域内の農地等を転用される場合 (農地で地Fl変更、日から畑等も同様です)、 上地改良

区への報告が義務づけられています。その時に農地転用義務決済金も納入して頂くようになっております。

尚、 1了街化区域においても同様に屈出を済まして頂くようお願い致します。

また、売買、交換等により農地の権利を移動される場合には、当土地改良区へ資格得喪通知書を提出す

ることが義務づけられています。この報告によリツ年度の賦課面積を決定しますので必ず手続きを取つて

ドさい。公共事業も決済金が必要です。

*組合員の死亡等による名義変更・住所移転等変更された場合も必ずお知らせ下さい。

届出用紙は、当改良区に用意しておりますので、ご連絡願います。 ‐一」



姉 川 沿 岸 土 地 改 良 だ よ り (6)平成24年 6月 20日

昭和29年 に完成 した井之口円形分水は、出_r

井 と小田分水を経由した水を分水する農業水利

施設です。円,杉の中央部より水が噴き出す構造

で、これは 卜流の小川分水 との水位差によるも

のです.【 |り 形】という特徴的な形をしているの
は、なにより公平な水の分配を考えた結果とい

え、また細部の仕 卜げとしても、丁寧で公平な
分配を意識している様子が伺えます。
①農業 地域振興、②歴史 伝統 文化、③環境

景観、④地域コミュニティの形成の観点から全

国疎水百選に選定されています。

ち

ゃ
う
す
や
ま

こ
ふ
ん

茶
臼
山
古
墳
県
指
定
史
妙

前
方
後
円
墳
で
横
山
丘
陵
先
端

の
尾
根
を
形
成
し
て
作

っ
て
い

る
。
全
長
約
九
十
五
ｍ
、
基
底
部

か
ら
の
高
さ
は
約
九
ｍ
を
測
り
、

原
形
を
保
つ
も
の
の
中
で
は
湖
北

最
大
の
前
方
後
円
墳
で
あ
る
。

後
世
に
後
円
部
の
頂
部
が
削
平

さ
れ
た
が
、
ほ
ぼ
完
全
な
形
を
保

ち
、
柄
鏡
（え
か
が
み
）
形
の
優
美

な
形
状
を
留
め
て
い
る
。

前
方
部
が
、
平
野
部
と
は
逆
の

南
束
の
丘
陵
側
に
向
い
て
い
る
こ

と
は
、
本
古
墳
の
占
地
Ｌ
の
特
徴

で
あ
る
。

立
地
、
形
状
等
か
ら
四
世
紀
後

半
頃
の
築
造
と
推
定
さ
れ
湖
北
地

方
で
は
最
占
の
前
方
後
円
墳
の

一

つ
で
あ
る
。

墳
丘
裾
部
に
は
川
原
石
に
よ
る

葺
石
（
ふ
き
い
し
）
が
施
さ
れ
、
そ

の
上
縁
に
円
筒
埴
輪
が
廻
ら
さ
れ

て
い
る
．

南
北
に
対
峙
す
る
丘
陵
に
狭
め

ら
れ
た
こ
の
地
域
は
、
東
海
地
方

と
近
江
と
を
結
ぶ
交
通
の
要
衝
で

あ
り
、
扇
状
に
ひ
ろ
が
る
長
浜
平

野
の
一扇
の
要
に
も
あ
た
る
こ
と
か

ら
、
古
墳
は
、
長
浜
平
野
お
よ
び

湖
北

一
帯
を
最
初
に
掌
揮
し
た
豪

族
の
首
長
墓
と
推
定
さ
れ
る
。

（昭
和
四
十
四
年
に
県
の
史
跡
指

定
を
受
け
て
い
る
。
）

，
■
は
茶
自
山
占
■
下
の

郷
■
■
川
よ
り
撮
影

自 平成24年 3月 l日 ～ 至 平成25年 2月末71K示」委 員

氏 名 住 所 氏 名 住 所

石 河 勝 美 米原市伊吹 柴 原 ― 夫 長浜市相撲庭町

大久保 敏 夫 米原市間田 佐 野 武 秀 長浜市佐野町

杉 山 正之進 米原市小田 武 田 安 弘 長浜市堀部町

馬 淵 五 良 米原市朝日 多 賀 昭 弘 長浜市垣籠町

小 原   泉 米原市丼之回 中 嶋 弘 夫 長浜市東上坂町

田目 今年 3月 の役員改選で私共18名の理事が選任され、広報は4名が担当することとなりまし

た。姉川沿岸の自然を守りながら、各事業を進めることになりますが、その事業等を随時お

囲団 知 らせできれば と思っています。 広報担当


